
事例9 Rappaport/Madang州/ツ ェ ン バ ガ

1.調 査

対象

パプアニュー ギニア国、マダン州:マ リン語族(ツ ェンバガ)

(調査期間 中の人 口は、196人 一204人 の間で変動)

調査者

RoyA.Rappaport

調査期 間

1962年10A-1963年12月

報告

成書 として下記 があ る。 なお、 この本には1984年 に増補版 も出版 されてい るが、

ここでは初版本 によつた。また、下記以外 にもこの調査 に関連 のある論文 が発

表 され てい る。

Rappaport, R. A.: Pigs for the Ancestors : Ritual in the Ecology of a New Guinea People. New 
      Haven; Yale University, 1968. 

Rappaport, R. A.: The Flow of Energy in an Agricultural Society. Scientific American 225: 116-
      132,1971.

2.対 象 の 概 要

地 域の概況

パプアニ ュー ギニアの高地では、人々は1930年 代 まで西洋文明 とほ とん ど接す

るこ とが なか った。対象地 域で は鉄器 が導入 されたの が1940年 代 後半 で あ り、

1950年 代前半 にすべてが鉄器 に置 き換わ るまで、石器 を使用す る 「伝統的」 な

生活 をお くつていた。 また、 ヨー ロ ッパ人 との接触 と共 に赤痢や麻疹 な どが持

ち込 まれ 、 多 くの人が死 亡 した。1954年 、オー ス トラ リア の第一 回 目のバ ト

ロール が実施 されたが、 ツェンバ ガの領域 に教会 は入 らず、 キ リス ト教の影響
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はほ とん ど受 けてい ない。 なお、1940年 代の は じめに他 の地 区 と同様 にカー ゴ

カル ト(積荷崇拝)運 動がお こつたが、やがて鎮静化 した。

ニュー ギニア高地 は人 口密度 が高 く、相対的な土地不 足によつて集約 的な土

地利 用や一次林 の減少 、よ り条件の悪 い土地の利用 な どの現象 がみ られ る。 こ

の地域は、賃金 労働の機会がないわけではないが、実際 にはほ とん ど行 われて

お らず、焼畑農耕 による集約 的サツマ イモ栽培 とブタ飼 育 とで特徴づ け られ る。

また、他集 団 との物資の移動 は存在す るが、基本的 な生業活動 は一定 の領 地を

占める地縁的な集 団 ごとに行われ ている。

対象 集団の概要

ツ ェンバ ガは、マ リン語族(1集 団が100人 強 ～約900人 で構成 され る約20の 集

団:約7,000人)に 属 し、パプアニューギニアのマダン州 内にあ り、西部高地州

との境界 に近 い、南緯5。 、東経145。 付近 に位 置す るシンバ イ谷 の標 高670㍍

のシンバイ川 か らビスマル ク山脈稜線上の標 高2,200㍍ までの南斜 面、約7.8平

方㌔㍍ をテ リ トリー とす る。

ツェンバガ は、サ ツマイモ を主作物 とす る焼畑農耕 お よびブ タ飼 育 を中心 と

した生業活動 を行 う。 シダ類の採集や 野生 ブタ ・カ ソワ リ ・鳥類 の狩猟、有袋

類 の罠猟 も行 うが 、サ ツマイモ に加 えてタロ ・ヤム ・キ ャッサバ ・バナナ ・サ

トウキ ビ ・パ ンダヌスな どを栽培 し、摂取す る栄養素 の大部分 を これ らの作物

に依 存す る。農 作業で は男女の間に分担が あるものの、ブタの飼育 を含 め比較

的重労働 は女性 に多い。契約 に よる賃金労働 を行 うために、集団の外 で2人 生

活 してい る他 に、戦争 時 に追 い出 されたまま戻 つてきていない者 がい る。成 人

男女 は別 々に居住 し、7～8歳 以上の男性 は 「男の家」 に住む。 ピジン英語 を話

す者 はい ない。

ツ ェ ン バ ガ で は5つ の ク ラ ン

Kamu-ng-gagai) が存在 す るが 、

(Merkai, Tomegai, Tsembaga, Kwibigai,

Kwibigai クラン以外 は19世 紀 の終 わ り頃 に定

住 した人 々の子孫 である。 また、他 のマ リン語族では1ク ラン1テ リ トリーで

あ る が 、 ツ ェ ン バ ガ で は5ク ラ ン で3テ リ ト リ ー を 構 成 す る 。 Merkai,
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Tsembaga, Kamu-ng-gagai の各 クランは、,それぞれ更 に3つ のサブ クランに分

かれ る。 この地域 では外婚的な父系社会を形成 してお り、一定の領 地を 占める

地縁的な集団 として、他の集団との戦争や

社会的行動で特徴づけられる。 Kaiko

Kaiko (豚祭)な どとい つた多様 な

では、 さま ざまな儀礼 が行 われ るだ けで

はな く、クランの集団としての富を他集団に誇示する大規模な豚肉の分配や贈

与が行 われ る。

3.調 査項 目と方法

人ロ

集団人 口:調 査 時皆悉調査。家 系図 ・他地区居住者人数 ・聞 き取 り調査 によ り

過 去 人 口の推 定。(1920～1930年 代 の人 口:250人 ～300人 と推 定)

人 口構成:性 別 ・年齢別人 口構成比較。 出生率 ・死亡率 を調査 したが、デー タ

が不十分だ と して、上記比較以外は行 わなかつた。

生体計測

成 人男性59人 、成人女性49人 の平均身長及び体重を測定。 ただ し、髪飾 りを し

てい る場合 は、頭頂 を推 定 し記録 した。

食 物摂取量 およびエネルギー消費量

食物摂取量調査:家 に持ち帰つた収穫物 を Tomegai クラ ンの4家 族16人 につ

い て10ヵ,月 毎 目計測 した(こ の期間中、3月11日 ～11月8日 のデ ータを使用)。 家

の外 で食べ た分 も観 察か ら推 定 し考慮 にいれた。 また、家 に持 ち帰 った量か ら

ブ タ に与 える量 と調理 の過程 で失 う量 とを引い た値 が人間 の摂取 量 と考 え た。

た だ し、飼育動物以外 の動物性食物のデータは採取できなかつた。

年齢別性別の摂取量は、Venkatachalam

人男性 を基 準 と して求 めた。摂 取量 は、

ンブー に用い た Langley

と Langley

FAO/WHO

に よる値 を利用 し、成

および Venkatachalam がチ

の食物成分表(チ ンブー とツェ ンバガの平均体重で補

正)と 比較 した。各作物か ら得 られ るエネル ギーは、各作物 ごとに

Clements

Hipsley と

の成 分表 な ど、す でに公 表 され てい る8種 類 の成 分表 を参 照 した。

また、他 の集 団 との比較 も行 つた。
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焼畑耕作 にお けるエネル ギー消費量:体 重計測 された対象者 に対 して 、各作業

過程 についてのエネル ギー消費量を推定 した。活動時間 を記録 し、各収穫物 の

重量 当た りに換 算 し、単位 面積 当た りの生産量に照 らし合わせ て、単位 面積 当

た りの時間 を推 定 した。単位 時間当た りのエネル ギー消費量は、各 作業 ご とに

Hipsley と Kirk が1965年 に公 表 したパ プアニ ュー ギニア 高地 のチ ンブー の

"R
ates of energy expenditure under varying conditions of activity and

body size (adults)" を参照 し算出 した。また、他の集団 との比較 も行 つた。

農作物生産およびブタ飼育

農作物生産:標 高の違 う3地 点30以 上の畑で収穫物を秤量した。サツマイモに

つい ては、サ ツマ イモ のみを栽培 した畑 がない ことか ら、タ ロ ・ヤ ム等 と混作

され た畑 か らの収穫 物 を秤量 し、各作物の収穫期 を考慮 し値 を補 正 した(実 際

の収穫量計測期間 は1963年2月14日 ～12月14日)。 さらに、耕作面積 の測定 ・休

耕 地の休耕 期間の推定 を行い、単位 面積 当た りの生産性 を算出 した。他の作物

について も同様 に行 つた。

ブ タ飼 育:所 有者 ・飼 育者 の確 認、 ブ タの重量測 定お よび年 齢推 定 を行 つた。

ブタの飼 育状況 を観 察 し、ブタが他人の畑を荒 らした ときの事 実関係 ・事後 の

弁償 の確認 を行 つた。

社会 的関係

戦争や土地 の獲得 ・分配 ・譲渡そ して婚姻 な ど、 クラン、サ ブクラ ン間や 近隣

集団 との関係 について聞 き取 り調査 を行 つた。

環境収容 力の推 定

Carneiroの 式 を用い 、環境収容 力の推 定 を行 つた。各パ ラメー タを算 出す る

た めに、年齢 ・性 別のエネルギー必要量の比や 、放棄 された耕 作地か らの収穫

等 も考慮 にいれた。 梅蹟o開 始時 と終 了時の値 を投入 し、収容 可能 な最大 ・最

少人数 、お よび飼 育可能 なブ タの最大数 ・最小数の推 定を行 つた。
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土:壌成分分析

111の サ ンプル を採 取 したが、分析 までの時間が長すぎた(約1年 間)た め成 分

分析 には適 当でな くな り、9サ ンプルのみ分析 を行つた。

5.主 た る 結 論

人 口、ブ タの飼 育、サ ツマイモを 中心 とす る焼畑農耕 を、物 質の交換系(生 態

系)お よび環境収 容力 の概念 に照 ら した結果 、制御機構 な しにブタの儀 礼的 な

大量屠殺 が行われ てい るのでな く、儀礼 を中心 とした文化的背景 に よる調節機

能の結果行われ たので あ り、集 団の適応が環境支持力 の範囲内で最大化 され て

いる と解釈 された。

ツ ェ ンバ ガ で は、砺薙oと 呼ぶ ブ タ祭 を5～20年 のサイ クル で行 つてい る。

調査時 の 島盈oで は、開始時のブタが169頭 であ つたのが、終 了後 には未成 熟

のブ タ60頭(調 査者の影響 のない通 常の年であれ ば、40頭 以下 と推測 され る)へ

と減少 していた。 ブタの重 量に換算 して も大幅に減少 したこ とにな る。 この よ

うな大量屠殺 では、食糧庫 としてのブタの大半 を しか も短期 間で消費 して しま

うが 、 この現象 は文化的 ・社会的背景の もとで実施 され 、儀礼 と密接 に結 びつ

いて破 綻せず永続す る複雑 な恒常性 システ ムの均衡 を保つ上 において重要 であ

る。

ツェンバガ では食糧 の90%以 上を焼畑作物 に依 存 してい る。耕作 は斜面 で行

われてお り、3つ の標高帯 の畑 が耕作 され てい るが、 これ らの畑 では地力 を回

復す る休 耕期間 の長 さが異な る。 ブタのた めにサツマイモ を栽培す る必要が あ

る場 合は標高 の低 い畑 と高い燃 必要 がなけれ ばその中間の畑 のみ を耕作す る。

耕作す る畑の標 高 と休耕期間、そ して次 回の 舶蹟o開 始 までの期 間を考慮す

ると、土地 が非常 に有効 に活用 されていることが見いだ され た。

また、耕 作面積 を増やすため新た に畑 を作る と家 と畑の問の距離が大 き くな

るこ とが多 く、収穫物の運搬 に対す る労働 投入量 の増加 を招 く。そ のた め次第

に各 世帯は散在す るよ うにな る。そ の結果、ブタが他の世帯の畑 を荒 らす こ と

もな くな り、近隣世帯 との問題 も減少す る。 しか し、他集 団 との境界 に近づ く
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こ とにな り、過去 に少 な くとも一度、その ことが原因で戦争 が起 こつた。 これ

に対 し、他 のサ ブクランか ら土地の譲 渡を受 けた り、 あるいは使用権 を委託 さ

れ た り、 また クラン との間で も同様 の調節機構が存在 し、なるべ く戦 争を起 こ

さない、 また一次林 を新たに開かない方 向で対処が行 われた。土地 の譲渡 は不

公平を是正す るだけでな く、環境破壊 も防 ぐ結果 となつた。

ところで、ブ タの飼育は、食糧 として の意味が大 きいが、人間 の手 で収穫 で

きず に残 った作物 を利用 で きるな ど、 さま ざまな効果 が期 待で きる。 しか し、

ブタは単に食糧 とい うよ りは、デ ンプ ンを高品質 のタンパ ク質 と脂質 に変 え る

手段 と して考 え られ、た とえブタか ら得 られる量がブタに与 える量 よ り少 ない

として も、重要で あるが作物 だけに頼 つていては摂取が困難 な栄養素 を、必要

な ときに供給 で きる食糧庫 であ ると捉 えることができる。豚 の屠殺 は出産 ・結

婚 ・病気な どの際に行われ、儀礼以外 ではほ とん ど行われ ることはない。

Venkatachalamが チ ンブー に用 いたLangley推 奨 の食物成 分表 をチ ンブー

とツェ ンバ ガ の平 均 体重 で補 正 し食 物摂 取量 調査 の結 果 と比 較 した と ころ、

ツェンバガの成人 では、エネル ギー ・タンパ ク質 ともに十分 であ つたが、子 ど

もで はタンパ ク質 が不足 してい た。屠殺 された豚 肉が与え られ るのは、子 ども

やブ タの世話な どで激 しい活動 を行 つてい る時期 の女性 であ り、十分 なタ ンパ

ク質が タブー によつて優 先的 に与え られ る。 この よ うに、もつ とも必要 とす る

人々に必要な栄養 素が、必要な ときに、儀礼や タブー な どと密接 に関連 して供

給 され た。

しか し、主な焼畑作物 であるサ ツマイモは、本来 、人間の食糧用 に耕作 され

るが、ブタの数 が増 えて くる と人々が食 べた残 りを与 えるだけでは足 りな くな

り、彼 らのための食糧 をまわす こ とも多 くなる。 さ らに、ブタのた めに耕 作 面

積 の拡大 を行 う必要性 が生 じ、それが標 高の違 う二地点で畑 を作 るこ とにつ な

がる。 ブ タの世話 は ほ とん どを女性 が行 つていて、1頭 あた り125カ ロ リー を

世話 に必要 とす る と、6頭 のブ タ(一 人の女性が0～8頭 のブ タを飼 育)を 飼 育 し

てい る女性では、それだ けで基礎代謝 量以外のエネル ギーの半分 を費やす こと

61



Rappaport/Madang州/ツ ェ ンバ ガ

になる。各 女性 が飼育 しているブタの数 には差 があ り、多数 のブタを飼 つてい

る女性 はそ の世話 が大変 なため、不平 ・不満がつ の り Kaiko の開始を急がせ

る こ とに な る。

ツ ェ ン バ ガ は 、 この50～60年 に4回 の Kaiko を 実 施 した。12～15年 間 隔 で

開催 した こ とにな るが、23年 以 上実施 していない他 の集 団 も存在 す る。

はブ タの数 が推 定上の最大数 に到達 しては じめ られ るとは限 らない。 さま ざま

な要因が密接 に影響 し合い、開始 され るのである。

この よ うに、儀礼 な どの文化的背景の もつ長期的調節機能 が、土地 を維持 し、

集 団の生存が危 うくな る前に戦闘 の数 を制限 し、人間 と土地 の間の比 を保 つて

いる。 また、交易 を容易 に し、集 団内での豚 肉の分配 におい て も、 もつ とも必

要 とす る人 に、必 要な ときに肉 を与 え る文化的背 景が存在す る こ とがわか る。

ツェンバ ガは、同 じ空間に生 きてい る他の生物や非生物 とも栄養上の共有 関係

にある local population であ り、その空間では、一見、関係 がない よ うにみ

える さま ざまな要因が網 目状 に関連 し合い、儀礼や タブー と密 接 に結びつい て

均衡 を保 つてい る恒常性 システ ム として考え られ 、多種 多様 な環境の変化 に抵

抗力の ある環境 を形成 していることが解明 された。

5.コ メ ン ト

Rappaport は、 ある特定の空間の生物 ・非生物 間で構成 され るシステムに着 目

し、 ツェンバガ を 「個体群」 とみな して、その環境 との関連 を説 明 し、環境収

容力の範囲 内で環境 を有効 に活用す る機能的な適応 として 「文化 」を中心に据

えた 。 Rappaport の考 える適応 の概念 は、物質やエネル ギー の流れ のシステム

における恒常性 の維持や均衡 を前提 としてお り、時間的観点からの因果関係や

変化 の動 因の解 明 には必ず しも有効 とは言 えない。 また 、調査期 間が Kalko

の開催 を中心 と した時期のみであつたこ とや、事象 を機能的 にのみ説 明 しよ う

とす る態度 が、結 論 を受け入れ難い もの に している。環境収容力 を さま ざまな

パ ラメータを用 い推定 してお り、ほぼ整合性 のある結果が得 られてい るが 、.そ

の推 定法 には不 明瞭な部分 もあ り、ある特定の時期や事象だ けですべ てを判断
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す る危険性 、言 い替 えれ ばそ の事象 の一般性 について どれ だけ検証 できたのか

疑問が残 る。

ただ し、この研究 は、人間の集 団を 「個体群」 として適応 の単位 と考え、焼

畑農耕 に よる食糧獲得 お よび ブタの飼 育な どの相互の関連 が適応 のひ とつの形

態 であ り、それ ぞれ が別 々に存在す るのではな く、密接 に絡み合 つて生態 系が

造 り上げ られて い ることに焦点 をあてている点 において、一つ の生態学的研 究

と して評 価 で き る。 ま た 、 Kaiko 実施時期以外のデ ータが提示 され 、時 間軸の

概念 を取 り入れ られ たな ら、 この研究 の意義は さらに大 きなものであつた と考

え られ る。

(安高雄治記)
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